
一橋論叢第95巻第2号（164）

喜
多
了
祐
名
誉
教
授
略
年
譜

夫
正
一
〇
年

　
　
一
一
月
二
八
日

昭
和
九
年

　
　
四
月

昭
和
一
四
年

　
　
三
月

　
　
四
月

昭
和
＝
ハ
年

　
　
一
二
月

昭
和
一
七
年

　
　
一
月

　
　
三
月

　
　
四
月

喜
多
吉
次
郎
の
次
男
と
し
て
北
海
道
小
樽
区
に
生
ま
れ
る

北
海
道
庁
立
小
樽
商
業
学
校
入
学

北
海
遣
庁
立
小
樽
商
業
学
校
卒
業

小
樽
高
等
蘭
業
学
校
（
現
小
樽
商
科
大
学
）
入
学
。
佐
々
木
義
一
教
授
（
後
に
九
州
大
学
教
授
）

太
平
洋
戦
争
の
た
め
小
樽
高
等
商
業
学
校
を
繰
り
上
げ
卒
業

小
樽
高
等
商
業
学
校
臨
時
補
習
科
進
学

小
樽
高
等
商
業
学
校
臨
時
補
習
科
修
了

東
京
商
科
大
学
学
部
入
学
。
米
谷
隆
三
教
授
ぜ
ミ
ナ
ー
ル
所
属
（
商
法
及
ぴ
法
哲
学
）

ぜ
ミ
ナ
ー
ル
所
属
（
哲
学
）

286



（165）　喜多了祐名誉教授略年譜

昭
和
一
八
年

　
　
：
月

昭
和
一
九
年

　
　
九
月

昭
和
一
二
年

　
　
七
月

昭
和
一
＝
一
年

　
　
四
月

昭
和
二
一
一
一
隼

　
　
九
月

昭
和
一
一
五
隼

　
　
九
月

昭
和
一
一
九
隼

　
　
七
月

昭
和
三
一
一
年

　
　
八
月

学
徒
出
陣
の
た
め
東
京
商
科
大
学
を
仮
卒
業

兵
役
中
に
東
京
商
科
大
学
商
学
士
試
験
合
格

北
海
道
庁
立
小
樽
商
業
学
校
教
諭
（
商
業
法
規
担
当
）
（
昭
和
二
二
年
三
月
ま
で
）

小
樽
経
済
尊
門
学
校
（
現
小
樽
商
科
犬
学
）
講
師
（
憲
法
・
民
法
担
当
）

小
樽
経
済
専
門
学
校
教
授
（
民
法
・
ド
イ
ツ
語
担
当
）

小
樽
商
科
犬
学
助
教
授
（
商
法
担
当
）

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
留
学
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
出
張
。
ハ
ー
パ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
留
学
。
指
導
主
任
ケ
イ
バ
ー
ス
教

授
（
昭
和
三
〇
年
七
月
帰
国
）

プ
リ
テ
ィ
ヅ
シ
ュ
．
カ
ウ
ン
シ
ル
留
学
生
と
し
て
回
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
プ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
（
回
ン
ド
ン
大
学
）
法
挙
科
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一橘諭叢　第95巻　第2号　（166）

昭
和
三
四
年

　
　
三
月

　
　
六
月

　
　
八
月

昭
和
三
七
年

　
　
一
〇
月

昭
和
三
八
年

　
　
四
月

昭
和
三
九
年

　
　
四
月

昭
和
四
一
年

　
　
四
月

昭
和
四
一
一
年

　
　
四
月

大
挙
院
に
留
挙
。
指
導
主
任
ガ
ウ
ア
ー
教
授

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
犬
公
。
国
政
府
給
費
に
よ
り
同
国
主
催
国
際
比
較
法
夫
学
春
学
期
セ
、
、
、
ナ
ー
参
加
。

教
授
東
ド
イ
ッ
・
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
を
経
て
帰
国

小
樽
商
科
大
単
教
授
（
商
法
担
当
）

一
橋
大
学
教
授
（
法
学
都
）
に
併
任

一
橋
大
学
教
授
（
法
学
部
）
に
配
置
換
（
商
法
担
当
）

小
樽
商
科
大
学
教
授
に
併
任
（
昭
和
三
九
年
三
月
ま
で
）

日
本
電
信
電
話
公
社
中
央
電
気
通
信
挙
園
（
大
学
部
）
講
師
（
商
法
担
当
）
（
現
在
に
至
る
）

郵
政
省
中
央
郵
政
研
修
所
（
郵
政
大
学
校
）
講
師
（
商
法
担
当
）
（
現
在
に
至
る
）

東
京
女
子
大
挙
文
理
挙
部
講
師
（
法
学
担
当
）
（
昭
和
四
八
年
三
月
ま
で
）

一
橋
大
学
評
議
貝
（
昭
和
四
五
年
一
月
ま
で
）

教
務
主
任
ル
ネ
・
ダ
ビ
ド
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昭
和
四
四
年

　
　
　
　
　
一
〇
月

　
　
昭
和
四
五
年

　
　
　
　
八
月

　
　
昭
和
四
七
年

　
　
　
　
八
月

　
　
昭
和
四
八
年

　
　
　
　
四
月

　
　
昭
和
四
九
年

　
　
　
　
　
一
〇
月

譜年略授教
　
昭
和
五
〇
年

誉
　
　
＝
万

名祐了多喜
　
昭
和
五
一
年

つ
　
　
　
二
月

16（

経
済
法
学
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）

小
樽
商
科
大
学
講
師
併
任
（
法
学
担
当
）
（
同
年
九
月
ま
で
）

公
認
会
計
士
審
査
会
試
験
委
員
（
沖
縄
特
例
）
（
昭
和
四
九
年
ま
で
五
回
）

公
認
会
計
士
審
査
会
試
験
委
員
（
第
二
次
）
（
昭
和
五
二
年
ま
で
五
回
）

日
本
私
法
挙
会
理
事
へ
昭
和
五
一
年
一
〇
月
ま
で
）

日
本
工
業
所
有
権
法
学
会
創
立
発
起
人
、
理
事
（
現
在
に
至
る
）

挙
位
論
文
「
私
法
に
お
け
る
外
観
優
越
の
理
論
　
　
商
法
へ
の
展
開
の
た
め
の
基
礎
的
研
究
1
」

博
士
の
挙
位
を
授
与
さ
れ
る

日
本
学
術
会
議
法
偉
学
．
政
治
学
研
究
連
絡
委
員
会
倭
員
（
昭
和
五
九
年
一
一
月
ま
で
）

に
対
し
一
橋
大
学
よ
り
法
挙

289



8
）
　
　
昭
和
五
一
二
年

6〇
　
　
　
三
月

号2第　
　
昭
和
五
五
年

巻　
　
　
　
四
片
．

95第　
　
昭
和
五
六
年

叢論
　
　
　
　
一
月

橋　
　
昭
和
五
七
年

　
　
　
　
　
一
〇
月

　
　
昭
和
五
八
年

　
　
　
　
七
月

　
　
昭
和
五
九
年

　
　
　
　
四
月

　
　
昭
和
六
〇
年

　
　
　
　
三
月

　
　
　
　
四
月

　
　
　
　
八
月

イ
ギ
リ
ス
商
事
法
の
調
査
及
ぴ
欧
米
諸
国
の
挙
事
視
察
の
た
め
、
連
合
王
国
・
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
・
リ
ュ
ク
サ
ン
プ
ー
ル
大
公

国
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
出
張
（
同
年
六
月
ま
で
）

南
山
大
学
法
挙
部
講
師
（
外
国
法
担
当
）
（
隔
年
．
こ
と
に
現
在
に
至
る
）

労
働
大
臣
諮
問
機
関
「
労
働
者
参
加
問
題
研
究
会
」
委
員

窟
山
大
学
経
済
学
部
講
師
（
有
価
証
券
法
担
当
）
（
昭
和
五
八
年
三
月
ま
で
）

日
本
国
有
鉄
道
中
央
鉄
道
学
園
講
師
（
商
法
総
則
担
当
）
（
現
在
に
至
る
）

東
洋
大
学
法
学
部
大
学
院
法
挙
研
究
科
講
師
（
商
法
特
殊
研
究
指
導
）
（
昭
和
六
〇
年
三
月
ま
で
）

定
年
に
よ
り
一
橋
大
挙
を
退
官

一
橋
大
学
名
誉
教
授

亜
紬
亜
犬
挙
法
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

中
華
人
民
共
和
国
国
務
院
の
招
聰
に
よ
り
同
国
司
法
部
直
轄
の
「
西
北
政
法
学
院
」
（
西
安
）
及
ぴ
中
国
政
法
大
挙
（
北
京
）
に
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（169）喜多了祐名誉教授略年譜

お
し、

て

日

本
蘭
法
を

講
義

（
同
年

月
ま

で
）

（
石
橘
雅　　　　　　　　　．
子
）
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